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ー寄稿ー

中
日
文
化
。
ス
ポ
ー
ソ
交
流
年
が
終
わ
り
を

迎
え
ま
し
た
。
ま
ず
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
交

流
年
の
諸
行
事
に
参
加
し
、
貢
献
し
て
こ
ら
れ

た
中
日
両
国
各
界
の
友
人
の
皆
様
に
心
か
ら
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
間
、
三

0

0
余
り
の
多
種
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
月
に

中
国
無
形
文
化
遣
産
の
特
別
公
演
を
東
京
で
初

演
し
、
古
琴
、
昆
曲
、
新
腿
ム
カ
ム
、
モ
ン
ゴ

ル
族
の
長
鯛
民
歌
な
ど
芸
術
の
集
大
成
と
な
り

ま
し
た
。
簡
潔
で
文
化
合
蓄
に
富
む
公
演
は
、

多
く
の
日
本
観
客
に
感
動
を
与
え
、
奥
深
い
中

国
文
化
を
新
た
に
印
象
づ
け
ま
し
た
。
―
一
月

の
締
め
く
く
り
に
、
中
日
両
国
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
総
合
公
演
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
の
京
劇
、
雑
技
な
ど
、
長
い
歴
史
で
培
わ

れ
た
素
晴
ら
し
い
文
化
を
子
ど
も
た
ち
の
初
々

し
い
身
振
り
で
表
現
し
、
ま
た
、
日
本
の
子
ど

も
た
ち
が
で
ん
で
ん
太
鼓
を
揺
ら
し
て
そ
れ
に

こ
た
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
鮮
や
か
な
演

技
に
、
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、

感
動
的
な
シ
ー
ン
が
続
き
ま
し
た
。

中
国
国
民
も
日
本
文
化
を
滑
喫
し
ま
し
た
。

昨
年
＝
一
月
、
一
―
月
の
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ
は
、

日
本
最
前
線
の
流
行
文
化
を
伝
え
、
北
京
会
場

は
若
者
の
熟
気
に
埋
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
九
月

の
日
中
祭
り
は
北
京
王
府
井
に
中
日
八

0
0
人

共
演
で
奥
深
い
日
本
伝
統
文
化
を
披
露
し
、
一

0
万
人
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ほ
か
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
、
青
少
年
の
相
互
訪
問
、
映
画
祭

の
相
互
開
催
な
ど
、
多
く
の
印
象
深
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

昨
年
は
地
域
や
分
野
、
世
代
を
超
え
、
幅
広

い
交
流
が
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

感
動
、
輿
奮
、
鼓
動
を
覚
え
、
い
く
つ
も
の
友

情
と
信
頼
を
生
み
親
近
感
を
持
ち
合
え
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
＂
ス
ポ
ー
ツ
交
流

年
は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
目
途
と
し
て
い
ま
し
た
。

文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
は
せ
せ
ら
ぎ
の
よ
う

に
人
々
の
心
を
潤
し
、
長
く
み
ず
み
ず
し
い
友

好
の
情
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
。
こ

の
交
流
年
に
蒔
か
れ
た
種
は
、
や
が
て
し
っ
か

り
と
根
を
伸
ば
し
、
中
日
両
国
の
相
互
理
解
を

支
え
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。

二
0

0
八
年
は
、
中
日
平
和
友
好
条
約
締
結

三
0
周
年
で
あ
り
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

年
で
も
あ
り
ま
す
。
「
中
日
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交

流
年
」
で
盛
り
上
が
っ
た
両
国
の
交
流
の
勢
い

が
、
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
新
し
い
中
日
両
国
の
相
互
理
解
と
戦

略
互
恵
関
係
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
、
交
流
史
上

に
輝
か
し
い
一
ペ
ー
ジ
が
新
た
に
加
わ
る
こ
と

を
信
じ
ま
す
。
ま
さ
し
く
交
流
年
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
の
と
お
り
「
期
待
を
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
」
。

中華人民共和国
大使館公使参事官

張愛平

り
ま
す
。

特
に
昨
年
は
、
日
本
と
中
国
の
国
交
の
正
常

化
三
五
周
年
に
当
た
り
、
「
日
中
文
化
＇
ス
ポ
ー

ツ
交
流
年
」
と
し
て
、
双
方
の
国
で
数
多
く
の

交
流
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
側
だ
け

で――

-
0
0
件
近
く
の
事
業
が
交
流
年
事
業
と
し

て
登
録
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
政
府
＇
企

業
・
市
民
レ
ベ
ル
で
開
催
さ
れ
、
か
つ
て
な
い

規
模
で
活
発
な
交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
庁
で
も
、
中
国
政
府
と
の
共
催
に
よ
り

さ
ま
ざ
麦
な
事
業
を
実
施
し
た
り
、
中
国
で
公

演
を
行
う
日
本
の
舞
台
芸
術
団
体
に
対
し
て
幅

広
く
支
援
し
た
り
す
る
な
ど
、
中
国
と
の
文
化

交
流
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
主
な
も

の
と
し
て
、
ま
ず
「
文
化
交
流
使
」
と
し
て
作

家
の
立
松
和
平
氏
を
約
一
か
月
間
、
中
国
に
派

遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
中
政
府
共
催
で
双
方

の
国
に
お
い
て
「
映
画
祭
」
事
業
を
開
催
し
た

告文化庁提言魯

文
化
芸
術
は
人
々
の
心
と
心
を
結
び
つ
け
る

も
の
で
あ
り
、
背
景
や
経
緯
を
異
に
す
る
各
固
、

各
民
族
が
お
互
い
の
文
化
を
理
解
し
、
尊
重
し
、

多
様
な
文
化
を
認
め
合
う
こ
と
に
お
い
て
重
要

な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
文
化
芸
術

の
国
際
交
流
を
積
極
的
に
推
進
し
、
文
化
を
通

じ
た
国
際
貢
献
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
文
化
庁
で
は
、
ニ
―
世
紀
は

国
際
的
な
文
化
の
時
代
と
捉
え
、
日
本
文
化
の

発
信
お
よ
び
国
際
文
化
交
流
の
推
遮
に
努
め
て

き
て
お
り
ま
す
。
主
な
取
組
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
除
的
な
文
化
活
動
を
支
援
す
る
胞
策
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
我
が
国
と
諸
外
国
の
政

府
間
で
設
定
す
る
「
国
際
交
流
年
」
を
活
用
し
、

関
係
省
庁
等
と
連
携
し
、
両
国
の
文
化
を
幅
広

く
相
互
に
紹
介
し
合
う
よ
い
機
会
と
し
て
、
積

極
的
に
交
流
事
業
を
実
施
・
支
援
し
て
き
て
お

国
と
の
交
流

え

ほ
か
、
八
月
に
は
上
海
市
と
の
共
催
で
、
日
本

の
選
り
す
ぐ
り
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
作
品
を
総
合

的
に
紹
介
す
る
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
上

海
展

2
0
0
7
」
を
同
市
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
ニ
一
月
に
は
日
本
伝
統
芸
能
の
北
京
公

演
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
交
流

事
業
を
主
催
、
支
援
し
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
日
中
両
国
間
で
開
催
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
を
通
じ
て
両
国
の
友
好

関
係
が
い
っ
そ
う
強
固
に
な
っ
た
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
日
中
間
の
相
互
理
解
を
図
る
う

え
で
、
文
化
交
流
は
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
り
、

文
化
庁
と
し
て
は
、
昨
年
の
「
交
流
年
」
を
機

に
盛
り
上
が
っ
た
交
流
の
機
運
を
一
時
的
な
も

の
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
中
国
と

の
文
化
交
流
の
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

長官官房国際課

国際文化交流室長

田村寿浩
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事例紹介

「文化庁
日中国交正常化 35周年記念

ディア芸術祭 上海展 2007」

鬱会期：平成 19年 8月 19日 （ 日 ） ～ 26日（日）

◎会場：上海都市彫刻芸術センター

L 文化庁は，上海市文化広播影視管理局との共催により，上海市にて日中

国 交 正常化35周年を記念し，「文化庁メディア芸術祭 上海展2007」を開

催しました。

文

化

交

流

使

と

し

て

中

国

に

行

き

、

一

か

月

以

上

一

年

以

内

中

国

に

滞

在

し

、

で

き

る

か

ぎ

り

文

学

者

た

ち

と

会

い

、

で

き

る

か

ぎ

り

の

大

学

生

と

教

員

た

ち

に

請

演

を

す

る

。

そ

れ

が

文

化

交

流

使

と

し

て

の

私

に

与

え

ら

れ

た

使

命

で

あ

る

。

中

国

で

は

つ

い

先

日

ま

で

反

日

デ

モ

が

吹

き

荒

れ

、

対

日

批

判

も

激

し

か

っ

た

の

で

、

私

に

不

安

が

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

は

な

い

。

単

な

る

隈

光

客

で

は

な

い

以

上

、

私

は

不

安

の

中

で

中

国

に

行

っ

た

の

で

あ

る

。

私

に

は

長

い

こ

と

友

情

を

湿

め

て

き

た

中

固

の

友

人

が

何

人

も

い

る

。

日

本

で

も

中

国

で

も

様

々

な

事

件

が

あ

り

、

お

互

い

の

国

の

関

係

が

ぐ

ら

つ

い

た

時

代

も

あ

っ

た

が

、

ゆ

っ

く

り

と

時

間

を

か

け

て

育

て

て

き

た

個

人

の

友

情

は

ま

っ

た

＜

揺

ら

が

な

い

。

そ

の

友

人

が

今

回

も

私

を

受

け

入

れ

て

く

れ

る

か

ら

、

私

に

不

安

は

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

中

国

作

家

協

会

は

全

中

国

を

カ

バ

ー

す

る

文

学

者

た

ち

の

巨

大

な

組

織

で

あ

る

。

ア

ジ

ア

・

ア

フ

リ

カ

閲

係

の

部

長

を

つ

と

め

た

陳

喜

儒

さ

ん

が

三

月

で

定

年

に

な

り

、

私

は

C

I

i

月

に

中

国

に

行

く

こ

と

に

し

て

い

た

。

ち

ょ

う

ど

時

間

が

で

き

た

陳

さ

ん

が

、

全

行

程

付

き

合

っ

て

く

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

。

顔

の

広

い

隙

さ

ん

が

乗

り

出

し

て

く

れ

た

お

か

げ

で

、

交

流

使

と

し

て

文

化

庁

と

上

海

市

文

化

広

播

影

視

管

理

局

は

、

日

本

の

ア

ニ

メ

や

ゲ

ー

ム

な

ど

の

メ

デ

ィ

ア

芸

術

を

紹

介

す

る

「

文

化

庁

メ

デ

ィ

ア

芸

術

祭

上

海

展

2
0
0
7
（中

国

語

表

記

：

2
0
0

7
上

海

日

本

新

多

媒

体

動

漫

芸

術

晟

）

」

を

、

C
Gー

A
R
T

S
協

会

、

上

海

市

対

外

文

化

交

流

協

会

と

の

共

催

に

よ

り

開

催

し

ま

し

た

。

本

展

覧

会

は

、

近

年

の

文

化

庁

メ

デ

ィ

ア

芸

術

祭

で

受

賞

し

た

日

本

入

作

家

に

よ

る

優

秀

作

品

九

六

点

を

展

示

し

、

ア

ー

ト

と

エ

ン

タ

ー

テ

イ

ン

メ

ン

ト

や

、

先

端

技

術

と

感

性

の

融

合

に

よ

っ

て

実

現

し

た

作

品

群

を

通

じ

、

中

国

の

特

に

若

い

世

代

に

「

日

本

の

今

」

を

紹

介

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

も

の

で

す

。

の

私

の

仕

事

は

成

功

が

約

束

さ

れ

た

と

い

え

る

。

実

際

に

書

け

る

か

ど

う

か

未

知

数

な

の

だ

が

、

私

に

は

旧

洞

州

国

を

素

材

に

し

た

壮

大

な

小

説

の

構

想

が

あ

る

。

ど

う

せ

行

く

な

ら

と

北

京

か

ら

吉

林

、

長

春

、

涛

陽

、

大

連

と

し

、

私

の

父

が

若

い

時

に

募

ら

し

た

済

南

も

訪

問

地

と

決

め

た

。

陳

さ

ん

も

東

北

の

入

で

、

得

意

な

地

で

あ

る

こ

と

も

私

に

は

幸

運

だ

っ

た

。

陳

さ

ん

が

連

絡

し

て

お

い

て

く

れ

た

の

で

、

私

は

効

率

よ

く

作

家

た

ち

に

会

う

こ

と

が

で

き

た

。

ど

こ

の

土

地

で

も

大

歓

迎

を

受

け

、

先

方

の

用

惹

し

た

熟

烈

宴

会

で

洒

を

酌

み

交

わ

し

た

。

こ

う

し

て

宴

会

で

歓

迎

す

る

の

が

、

中

国

の

や

り

方

で

あ

る

。

徳

晩

の

熱

烈

宴

会

で

さ

す

が

に

疲

九

た

が

、

話

の

ほ

ら

は

よ

く

は

ず

み

、

交

流

使

の

役

割

は

充

分

に

果

た

す

こ

と

が

で

き

た

。

心

配

し

た

反

日

感

情

な

ど

全

く

感

じ

な

か

っ

た

。

「

日

本

の

作

家

が

き

て

く

だ

さ

っ

て

、

春

風

が

吹

い

て

き

た

よ

う

に

温

か

く

感

じ

て

い

ま

す

」

あ

る

地

方

で

私

へ

の

歓

迎

の

挨

拶

の

折

に

聞

い

た

言

葉

だ

。

こ

の

言

葉

に

全

て

が

集

約

さ

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

会

場

は

、

A
ゾ

ー

ン

「

地

球

」

、

B
ゾ

ー

ン

「

東

京

」

、

C
ゾ

ー

ン

「

表

現

」

の

三

つ

の

ゾ

ー

ン

で

構

成

さ

れ

、

A
ゾ

ー

ン

で

は

、

平

川

紀

道

氏

の

作

品

『

G
L
O
B
A
L
B
E
A
R
I
N
G』
な

ど

に

よ

り

、

観

覧

者

が

ネ

ッ

ト

上

で

流

れ

る

膨

大

な

情

報

の

波

や

地

球

の

大

き

さ

を

大

型

ス

ク

リ

ー

ン

で

体

感

で

き

る

よ

う

に

な

っ

て

お

り

、

B
ゾ

ー

ン

で

は

、

小

林

和

彦

氏

に

よ

る

作

池坊文部科学副大臣，唐上海市副市長と内覧

青木文化庁長官による開幕宣言

報牛
：一ようユ！i

中国・遼寧大学での講演

作家

立松和平
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報牛
尽ーニョよii

児玉幸子『モルフ

オタワー・ニつの

立てる渦』2007年，

技術協力：宮島靖

(Sony CSL)／電

気通信大学技術

部，音楽：山田真

由美／日高哲英，

協力：出田修，加

須谷恭子

八
月
一
九
日
か
ら
二
六
日
ま
で
「
文
化
庁
メ
デ
ィ

ア
芸
術
祭
上
海
展
」
が
開
催
さ
れ
、

C
G
|
A
R

T
S
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
、
他
の
作
家
た
ち
と
共
に
展

示
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
。
五
年
前
、
日

中
国
交
正
常
化
三

0
周
年
を
記
念
し
た
「
メ
デ
ィ
ア

芸
術
祭
北
京
展
」
の
為
に
中
央
美
術
学
院
美
術
館
を

訪
れ
て
以
来
だ
。

会
場
の
上
海
都
市
彫
刻
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
着
く
と
、

複
雑
に
ト
ラ
ス
が
組
み
上
げ
ら
れ
る
最
中
だ
っ
た
。
液

晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
や
ラ
イ
ト
の
数
に
ま
ず
驚
い
た
。
に

ぎ
や
か
な
展
覧
会
の
演
出
は
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
鮮
や

か
な
上
海
の
外
灘
の
風
景
と
重
な
る
。

庭
園
の
巨
大
な
ポ
ス
タ
ー
に
は
「
新
多
媒
体
効
漫

乞
木
」
の
文
字
が
。
日
本
で
の
「
メ
デ
ィ
ア
芸
術
」
の

雰
囲
気
が
伝
わ
る
よ
う
中
国
語
に
翻
訳
し
た
の
だ
そ

う
だ
。
展
示
ガ
イ
ド
は
、
中
国
の
対
外
交
流
協
会
が

募
集
し
た
若
者
た
ち
。
大
学
生
だ
っ
た
り
、
海
外
旅

行
ガ
イ
ド
を
目
指
し
て
い
た
り
、
日
本
の
ア
ニ
メ
が
好

ゴ
ウ
ダ
ー

き
と
い
う
若
者
だ
。
ガ
ン
ダ
ム
は
「
高
達
」
の
名
で
呼

ば
れ
、
上
海
で
は
だ
れ
で
も
子
ど
も
時
代
に
親
し
む

て

電気通信大学准教授，

メディアアーティスト

児玉幸子

元工場を改装したモダンな上海展会場（彫刻芸術セン

ター）

品
『
G
at
e
Vi

si

o
n
』
な
ど
、
東
京
ま
で
の
新
幹
線
の

車
窓
風
景
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
円
形
に
処
理
し
た
画

像
や
、
東
京
の
日
常
生
活
や
空
撮
影
像
が
壁
一
面
に

展
示
さ
れ
、
都
市
空
間
「
東
京
」
を
体
慇
で
き
る
ス

ペ
ー
ヌ
と
し
ま
し
た
。
最
後
の

C
ゾ
ー
ン
は
、
日
本
の

現
代
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
を
紹
介
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
、

児
玉
幸
子
氏
の
『
モ
ル
フ
ォ
タ
ワ
ー
・
ニ
つ
の
立
て

る
渦
』
な
ど
、
選
り
す
ぐ
り
の
ア
ー
ト
、
ゲ
ー
ム
、
フ

ィ
ギ
ュ
ア
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
作
品
を
一

堂
に
屎
示
し
ま
し
た
。

前
日
一
八
日
の
開
幕
式
に
は
、
日
本
側
よ
り
池
坊

保
子
文
部
科
学
副
大
臣
、
青
木
保
文
化
庁
長
官
、
中

国
側
か
ら
は
、
唐
登
傑
上
海
市
副
市
長
筈
が
出
席
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
池
坊
副
大
臣
、
唐
副
市
長
か

ら
の
代
表
挨
拶
に
統
い
て
青
木
長
官
の
開
幕
宣
言
が

あ
り
、
そ
の
後
限
丸
優
次
在
上
海
日
本
国
総
領
事
等

の
主
賓
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
盛
大
に
開

幕
し
ま
し
た
。

八
月
二
六
日
ま
で
の
開
催
期
間
を
通
じ
、
三
四
五

0
名
の
来
楊
者
が
あ
り
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
、

「
も
っ
と
作
品
や
日
本
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
」
「
日
本
に
親
近
感
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
」
「
東
京
は
き
れ
い
な
街
だ
と
思
っ
た
。
ぜ
ひ
行
っ

て
み
た
い
」
「
出
展
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
接
す
る
こ
と
が

で
き
て
刺
激
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

平川紀道氏の『GLOBALBEARING』
小林和彦氏の『Gatevision』

し
た
。ま

た
、
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
上
海
展
2
0

0
7
」
の
公
式
サ
イ
ト
(

h

t
t
p
:
/
/
p

l
a
z
a
,
b
u
n
k
a
,
g
o.

j

p
/

c

n

/

／
日
本
語
，
中
国
語
）
に
は
、
開
偲
概
要
の
ほ

か
、
作
品
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
紹
介
記
事
を
掲
載
し
、

平
成
一
九
年
―
二
月
現
在
一

0
万
件
も
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
記
事
と
し
て
国
内
一

八
件
、
中
国
一
五
件
掲
賊
さ
れ
る
な
ど
、
両
国
の
メ

デ
ィ
ア
に
も
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
と
教
え
ら
れ
た
。

私
の
作
品
は
、
工
業
朋
の
液
体
素
材
で
あ
る
磁
性

流
体
を
使
っ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
テ
ー
ブ
ル
上

の
皿
に
、
磁
性
流
体
が
入
っ
て
い
る
。
中
ほ
ど
に
、
高

さ
一
五
e
m
の
ら
せ
ん
形
の
二
本
の
塔
が
立
ち
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
塔
の
表
面
に
流
体
の
棘
が
ダ
ン
ス
す
る
。

鏡
の
よ
う
な
表
面
の
波
紋
が
重
な
り
合
っ
て
動
く
様

子
は
、
未
知
の
惑
星
、
未
知
の
生
物
の
よ
う
。
作
品

は
、
奇
岩
を
組
み
合
わ
せ
た
上
海
の
庭
園
に
も
通
じ

る
。
限
ら
れ
た
空
間
に
複
雑
な
表
情
を
も
た
せ
て
無

限
の
空
間
を
想
像
し
、
皿
の
中
に
、
現
象
（
雲
、
渦
、

海
洋
）
を
載
せ
て
眺
め
る
よ
う
に
作
っ
た
。

展
覧
会
で
は
、
集
中
し
て
作
品
を
見
つ
め
る
若
い

観
客
の
様
子
に
心
打
た
れ
た
。
訪
れ
た
人
に
は
、
幅

広
い
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
奥
行
き
と
多
様
性
を

感
じ
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

中
国
か
ら
渡
来
し
た
文
物
の
多
く
が
日
本
で
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
我
が
国
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
が
、
中
国

で
敬
愛
さ
れ
る
文
化
へ
と
昇
華
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
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~一

事例紹介

中
国
で
の
日
本
映
圃
上
映
を
受
け
、
日
本
で
も
新

宿
で
四
日
間
の
中
国
映
画
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
開
幕
作
品
は
、
日
中
合
作
映
画
の
『
夜
の

上
海
』
(
―

1
0
0
七
年
／
チ
ャ
ン
，
イ
ー
バ
イ
監
督
）

を
上
映
、
ほ
か
に
『
美
し
き
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
』
（
二
〇

0
五
年
／
ガ
オ
＇
フ
ォ
ン
監
督
）
、
『
恋
人
紐
』

(
=
1
0

0
五
年
／
フ
ォ
，
ジ
ェ
ン
チ
監
督
）
、
『
ト
ル
フ
ァ
ン

鬱
会
場
二
新
宿
バ
ル
ト
9

◎
会
期
＂
平
成
1
9
年
8
月
3
1
日
（
金
）
＼

9
月
3
日
（
月

こ
の
た
び
、
文
化
庁
で
は
中
国
国
家
広
播
電
影
電

視
総
局
電
影
管
理
局
と
の
共
催
に
よ
り
、
昨
年
三

月
に
北
京
に
お
い
て
日
中
国
交
正
常
化
三
五
周
年

記
念
「
2
0
0
7
年
日
本
映
画
祭
」
を
開
催
。
ま

た
八
月
に
東
京
。
新
宿
に
お
い
て
日
中
国
交
正
常

化
三
五
周
年
記
念
「
2
0
0
7
年
中
国
映
画
祭
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

一

日

中

国

交

正

常

化

三

五

周

年

記

念

一

「

2
0
0
7
年
曰
本
映
画
祭
」
一

0
会
期
平
成
1
8
年
3
月
1
5
日
（
木
）
i
-

□
0
0
0
:
為
±
[
寧
]
天

督
）
、
『
博
士
の
愛
し
た
数
式
』
(
―

1
0
0
五
年
／
小
泉

尭
史
監
督
）
、
『
H
I
N
O
K
I
O
』
（
二
0
0
直
年
／

秋
山
貴
彦
監
督
）
、
『
雪
に
願
う
こ
と
』
（
二

0

0
五

年
／
根
岸
吉
太
郎
監
督
）
の
七
作
品
、
合
計
八
作
品

を
上
映
し
ま
し
た
。

一
五
日
の
開
幕
式
に
は
、
日
本
か
ら
訪
中
し
た
映

面
関
係
者
が
登
壇
し
、
ま
た
、
近
藤
文
化
庁
長
官
（
当

時
）
と
童
電
影
管
理
局
艮
よ
り
、
フ
ォ
・
ジ
ェ
ン
チ

監
督
と
女
優
の
ゾ
ウ
。
シ
ュ
ン
さ
ん
に
日
本
映
画
推

進
大
使
の
証
書
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

期
聞
中
に
は
、
小
泉
尭
史
監
督
、
砿
村
一
路
監
督
、

秋
山
貴
彦
監
督
、
熊
澤
尚
人
監
督
、
女
優
の
多
部
美

華
子
さ
ん
等
多
数
の
上
映
作
品
関
係
者
が
訪
中
、
中

国
の
映
画
フ
ァ
ン
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

日
中
国
交
正
常
化
三
五
周
年
記
念

「

2
0
0
7
年
中
国
映
画
祭
」

の
恋
歌
』
（
二

0
0
五
年
／
ジ
ン
，
リ
ー
ニ
ー
監
督
）
、
｀

『
天
狗
』
(
―

1
0
0
六
年
／
チ
ー
・
ジ
ェ
ン
監
督
）
、
『
赤

い
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
を
つ
け
た
―
一
人
の
女
』
（
二

0
0
六

年
／
ハ
ン
・
ジ
ー
シ
ュ
ン
監
督
）
、
『
T
H
E
L
A
W
 O
F
 

R
O
M
A
N
C
E
 (
ロ
ウ
・
オ
プ
・
ロ
マ
ン
ス
）
』
（
二

0

O
)六
年
／
シ
ュ
•
ゲ
ン
監
督
）
、
『
公
園
』
（
二
0
0
七

年
／
イ
ン
・
リ
ー
チ
ュ
エ
ン
監
督
）
の
七
作
品
、
合

計
八
作
品
を
上
映
し
ま
し
た
。

中
国
か
ら
は
、
中
国
国
家
広
播
電
影
電
視
総
局
の

ゥ
ー
・
ケ
セ
ン
タ
ー
長
を
代
表
と
し
て
、
電
影
管
理

局
の
ジ
ャ
ン
，
シ
ャ
オ
リ
ン
さ
ん
、
映
画
脚
本
企
画

七
ン
タ
ー
の
ス
ウ
：
イ
さ
ん
、
ガ
オ
・
フ
ォ
シ
監
督

（
『
美
し
き
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
』
）
、
イ
ン
・
リ
ー
チ
ュ
エ
ン

監
督
（
『
公
園
]
)
、
チ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ン
ヤ
監
督
（
中
国

映
酉
監
督
協
会
副
会
長
）
、
ジ
ュ
・
ユ
エ
ン
ユ
エ
ン
さ

ん
（
『
天
狗
』
主
演
女
優
）
ら
映
画
代
表
団
が
訪
日

し
、
開
幕
式
に
参
加
。
日
本
側
を

代
表
し
、
青
木
文
化
庁
長
官
を
は

じ
め
、
開
幕
作
品
主
演
の
本
木
雅

弘
さ
ん
、
「
日
中
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

交
流
年
」
文
化
交
流
大
使
の
酒
井

法
子
さ
ん
ら
が
歓
迎
の
意
を
表
し

ま
し
た
°

ま
た
開
幕
作
品
上
映
で
は
、
主

演
の
本
木
雅
弘
さ
ん
に
加
え
、
中

国
か
ら
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
•
チ
ャ
オ
さ

ん
が
舞
台
挨
拶
に
参
加
し
花
を
添

え
ま
し
た
。

「2007年中国映画祭」開幕式

「2007年日本映画祭」開幕式： （左から）福田慶治ユニジャパン事務局長，加藤正人日本シナリ

オ作家協会会長，新藤次郎日本映画製作者協会会長、いしだあゆみさん，藤竜也さん，依田巽

VIPO理事根岸吉太郎監督三原光尋監督

督
）
を
上
映
、
そ
の
他
『
い
ち
ご
同
盟
』
(
-
九
九
七

年
／
鹿
島
勤
監
督
）
、
『
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょ

い
』
(
-
九
九
八
年
／
磯
村
一
路
監
督
）
、
『
村
の
写
真

集
』
（
二

0

0
四
年
／
、
三
原
光
尋
監
督
）
、
『
ニ
ラ
イ
カ

ナ
イ
か
ら
の
手
紙
』
（
二

0

0
五
年
／
熊
湿
尚
人
監 日木映画推進大使任命式
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報牛
こーニ竺―ー：

中国人民大学国際学習センターでの日本音楽・日本舞踊ワークショップ

そ
の
後
、
国
立
劇
場
の
舞
台
監
督
を
中
心
に
、
舞

所
作
台
の
「
大
燿
蒸
作
戦
」
開
始

師
に
よ
る
日
本
舞
踊
の
特
質
に
つ
い
て
、
通
訳
つ
き

の
解
説
を
交
え
、
日
本
舞
踊
を
代
表
す
る
名
曲
『
京

が

の

こ

む

す

め

ど

う

し

ょ

う

じ

め

お

と

鹿
子
娘
道
成
寺
』
か
ら
変
化
し
た
『
男
女
道
成
寺
』

を
上
演
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
男
女

二
人
が
華
や
か
に
踊
る
日
本
舞
踊
の
美
し
さ
を
堰
能

で
き
る
作
品
で
す
。
こ
れ
に
第
一
部
で
紹
介
し
た
長

唄
、
常
磐
津
、
囃
子
が
掛
け
合
い
で
演
奏
し
、
字
幕

表
示
も
加
え
て
こ
の
公
演
の
集
大
成
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

日本舞踊『男女道成寺Jに見入る客席

昨
年
―
二
月
ニ
一
日
午
後
七
時
―

-5分
、
中
国
北

京
市
郊
外
の
海
淀
削
院
で
日
本
伝
統
芸
能
中
国
公
演

の
幕
が
開
き
ま
し
た
。
観
客
で
欄
員
に
な
っ
た
会
場

は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
日
本
の
伝
統
芸
能
の
公
演
ヘ

の
期
待
と
興
奮
で
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
、
日
中
国
交
正
常
化
三
五
周
年
を
記
念
し
、

文
化
庁
と
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
（
国

立
劇
場
）
は
中
国
対
外
文
化
集
団
公
司
と
中
国
吋
外

濱
出
公
司
と
の
共
催
に
よ
り
、
日
本
の
伝
統
芸
能
（
日

本
舞
踊
と
日
本
音
楽
）
を
国
立
劇
場
の
企
回
制
作
に

よ
り
北
京
市
で
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
鏑
一
歩
は
六
月
の
北
京
市
で
の
劇
場
選
定
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
文
化
庁
、
国
立
劇
場
双
方
の
担

当
者
が
北
京
に
出
張
し
、
共
催
者
で
あ
る
中
固
対
外

演
出
公
司
の
担
当
者
と
中
国
側
か
ら
提
案
の
あ
り
ま

し
た
候
補
の
判
場
を
調
査
し
、
―
二
月
＝
―
-
日
の
北
京

市
郊
外
の
海
淀
劇
院
で
の
公
演
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
立
劇
場
で
は
日
程
と
会
場
の
決
定
を
受
け
て
、

舞
踊
と
邦
楽
の
担
当
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
中
心
に
公

演
内
容
の
披
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。
中
固
の
観
客
に

日
本
の
伝
統
芸
能
を
ど
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
テ
ー
マ
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
第
一

部
を
日
本
音
楽
（
邦
楽
）
の
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー

台
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
北
京
市
海
淀
冽
院
の
下
見
調
査

を
経
て
、
舞
台
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
始
ま
り

ま
し
た
。
日
本
伝
統
芸
能
の
郷
台
は
日
本
独
特
の
舞

台
装
置
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
備
品
を
中
国
に
持

参
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
中
国
側
と
の
密
接
な
打

ち
合
わ
せ
の
結
果
、
中
国
現
地
で
詞
達
で
き
る
も
の

は
で
き
る
だ
け
現
地
で
製
作
等
を
お
願
い
し
て
用
意

し
て
も
ら
い
、
必
要
最
小
限
の
道
具
類
を
持
参
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ど
う
し
て
も
中
国
で
製

作
で
き
な
い
も
の
が
、
日
本
舞
踊
に
は
欠
か
せ
な
い

所
作
台
と
道
成
寺
の
鐘
で
し
た
。
こ
れ
に
は
特
別
の

特
許
が
あ
っ
て
、
日
本
か
ら
運
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
所
作
台
は
木
製
の
た
め
、
法
律
改
正
で
燻
蒸
し

て
い
な
い
も
の
は
中
国
に
持
ち
込
め
な
い
と
い
う
難
問

に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
持
参
予
定
の
二
三
枚

の
所
作
台
の
「
大
燻
蒸
作
戦
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
今

回
協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

（
株
）
と
近
鉄
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
株
）
の
関
係
者
の
協
力

を
受
け
ど
う
に
か
期
日
ま
で
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

半
年
の
準
備
期
間
を
経
て
一
―
一
月
―
―
一
日
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
の
匡
立
劇
場
の
訪
問
団
は
、
団
長
・

津
田
和
明
理
事
長
、
副
団
長
・
織
田
紘
二
理
事
を
中

心
に
、
解
説
に
小
島
美
子
先
生
、
振
付
・
解
説
に
尾

ゆ

か

り

せ

い

ふ

う

上
菊
之
丞
師
、
舞
踊
は
尾
上
紫
さ
ん
、
尾
上
青
楓
さ

、

，

屈

や

か

つ

し

る

｀

つ

き

ね

や

ゆ

う

ん
の
姉
弟
、
長
唄
は
杵
屋
勝
四
郎
さ
ん
、
稀
音
家
祐

す

け

と

き

わ

ず

は

つ

せ

だ

ゆ

う

介
さ
ん
ほ
か
、
常
磐
津
は
常
磐
津
初
勢
太
夫
さ
ん
、
常

も

じ

ぞ

‘
9

と
う
し
ゃ
る
せ
ん

磐
津
文
字
蔵
さ
ん
ほ
か
、
囃
子
は
藤
舎
呂
船
さ
ん
ほ

北
京
の
観
客
に
わ
か
り
や
す
い
演
目
選
定

こ
し
ま
と
み
・
)

ト
と
し
、
音
楽
研
究
家
の
小
島
美
子
先
生
の
通
駅
つ

き
の
解
説
で
、
日
本
の
三
味
線
音
楽
を
代
表
す
る
唄

い
物
の
「
長
唄
」
と
語
り
物
「
常
磐
津
」
の
演
奏
と
、

一
磯
子
」
の
楽
器
解
説
を
交
え
て
、
日
本
の
伝
統
音

楽
＇
邦
楽
の
流
れ
を
、
中
国
の
餞
客
の
皆
様
に
わ
か

り
や
す
く
お
聞
か
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

お
の
、
ぇ
き
（
の
し
ょ
う

第
二
郎
は
日
本
舞
踊
尾
上
流
家
元
・
尾
上
菊
之
丞

か
、
舞
台
ス
タ
ッ
フ
も
併
せ
て
総
勢
五
七
人
の
団
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

中
国
人
民
大
学
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

朝
か
ら
天
候
は
晴
れ
て
公
演
日
和
に
な
灼
ま
し
た
。

こ
の
日
の
昼
時
間
は
在
中
国
日
本
国
大
使
館
の
ご
協

力
に
よ
り
、
中
国
人
民
大
学
国
際
学
習
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
中
国
人
民
大
学
外
国
語
学
院
副
教
授
・
張

昌
玉
先
生
を
中
心
と
し
た
中
国
人
民
大
学
の
要
詰
に

よ
灯
‘
―
二

0
人
ほ
ど
の
日
本
語
専
攻
の
学
生
を
対

象
に
、
日
本
音
楽
、
日
本
舞
踊
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

叢
初
に
中
国
人
民
大
学
共
産
党
・
斉
暢
書
記
に
よ

る
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
国
立
劇
場
・
津
田

和
明
理
事
長
が
友
好
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

こ
の
後
約
一
時
間
半
の
時
間
で
、
長
唄
、
常
磐
津
、

お
囃
子
の
解
説
と
演
奏
、
日
本
舞
踊
の
扇
を
題
材
に

し
た
実
技
指
導
が
熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
通
訳
を

し
な
が
ら
の
解
説
で
し
た
が
、
日
本
語
の
理
解
度
が

高
い
学
生
が
多
く
、
随
所
で
通
訳
を
聞
く
前
に
笑
い

や
拍
手
が
起
こ
り
、
た
い
へ
ん
和
や
か
な
活
気
に
洞

ち
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
日
中
友
好
の

役
割
が
十
分
に
果
た
せ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

さ
て
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。
午
後
七
時
―
―
1

0

分
の

開
演
に
先
立
ち
、
青
木
保
文
化
庁
長
官
と
李
洪
峰
中

国
文
化
綿
副
部
長
に
よ
り
本
公
演
の
成
功
と
日
中
両

海
淀
劇
院
が
曰
本
の
舞
台
に
早
替
り

日本伝統芸能中国公演は青木文化庁長官（右）と李中国文

化部副部長の挨拶から始まった

（独）日本芸術文化振興会

国立劇場芸能部副部長

古賀司郎
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ー寄稿ー

二
0

0
七
年
は
、
日
中
国
交
正
常
化
し
て
か
ら
三

五
年
目
で
あ
り
、
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
実
行
委
員
会
を

設
け
、
日
本
側
が
中
国
に
お
い
て
、
中
国
側
が
日
本

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
行
事
を
開
催
し
た
。

―
1
0
0
六
年
秋
に
安
倍
晋
三
総
理
（
当
時
）
が
中

国
を
訪
問
し
て
以
来
、
昨
年
春
の
温
家
宝
総
理
訪
日
、

同
年
末
の
福
田
康
夫
総
理
訪
中
と
、
日
中
の
首
脳
レ

ベ
ル
の
相
互
訪
問
が
順
調
に
行
わ
れ
、
首
都
北
京
に

お
い
て
も
日
中
関
係
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
空

気
が
で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
る
。
北
京
は
、
今
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、
世
界
各
国
と
の
友
好
関
係

構
築
に
努
め
て
お
り
、
そ
の
前
年
に
日
本
一
国
が
突

出
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
え
た
の
は
、
昨
年
が

日
中
両
国
の
記
念
の
年
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
“

「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
日
中
両
国
が
、
ア
ジ
ア
、
世
界
の
一
員
と
し
て

の
責
任
を
担
い
、
共
に
貢
献
し
、
そ
の
中
で
互
い
に

利
益
を
得
て
披
大
し
、
両
国
関
係
を
新
た
な
高
み
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
く
と
の
認
識
で
首
脳
レ
ベ
ル
が
一

致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
中
国
回
内
メ
デ
ィ
ア
に

お
い
て
も
肯
定
的
な
日
本
関
連
報
道
が
多
く
な
さ
れ

て
い
る
。

昨
年
三
月
一
五
日
か
ら
北
京
の
繁
華
街
に
お
い
て
、

日
本
文
化
庁
、
中
国
国
家
ラ
ジ
オ
映
画
テ
レ
ビ
総
局

共
催
に
よ
る
日
本
映
画
祭
が
開
か
れ
た
。
中
国
国
内

メ
デ
ィ
ア
も
広
く
紹
介
し
た
。
特
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

上
映
作
品
で
あ
る
『
天
国
は
待
っ
て
く
れ
る
』
は
、
日

本
で
二
月
に
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
。
東
京
の
若
者
の

友
惰
と
愛
惰
を
描
い
た
も
の
で
、
石
田
あ
ゆ
み
さ
ん

の
舞
台
挨
拶
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
『
雪
に
願
う
こ
と
』
は
、
経
済
発
展
し
た
日
本

の
風
景
と
し
て
自
然
と
都
市
を
対
比
さ
せ
、
家
族
愛

を
描
い
た
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
人
民
ネ
ッ

ト
の
娯
楽
面
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
興
味

の
あ
る
読
者
は
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
(

h

t
t
p

"
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近
年
、
中
国
で
公
開
さ
れ
た
日
本
映
画
は
、
―

1
0

0
五
年
『
盲
導
犬
ク
イ
ー
ル
』
、
―

1
0
0
六
年
『
い
ぬ

の
え
い
が
』
と
年
一
本
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
昨
年
は
、

北
京
で
の
映
画
祭
に
加
え
、
上
海
で
も
民
間
レ
ベ
ル

で
の
日
本
映
画
祭
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
動
き
と
併

せ
て
、
劇
場
阻
映
画
も
、
『
ド
ラ
え
も
ん
「
の
び
太
の

恐
竜
」
』
（
ド
ラ
え
も
ん
の
映
画
は
中
国
初
）
、
『
日
本

沈
没
』
が
公
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
今
年
一
月
に
は

『
ド
ラ
え
も
ん
「
の
び
太
の
新
魔
界
大
冒
険
」
』
が
公

開
さ
れ
る
な
ど
増
加
の
兆
し
も
見
え
る
。
日
中
が
協

力
し
て
製
作
さ
れ
る
映
画
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
関
係
者
の
方
々
の
理
解
と
努
力
の
賜
物
と

い
え
よ
う
。
現
代
日
本
の
生
活
を
描
く
日
本
映
画
が

数
多
べ
上
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
も
う
し
ば
ら
く

時
間
は
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
0

0
八
年
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
、

か
つ
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
―
―
1
0
周
年
で
あ
り
、

「
日
中
青
少
年
友
好
交
流
年
」
で
あ
る
。
両
国
の
青
少

年
交
流
、
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
た
め
に
も
、
映

画
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
交
流
は
不
可
欠
な
要
素
で

あ
り
、
徴
力
な
が
ら
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

ン

タ

ー

一

等

書

馨

横

井

理

夫

第1部邦楽レタチャーコンサート

国
の
友
好
と
発
展
を
祈
念
す
る
挨
拶
で
日
本
伝
統
芸

能
中
国
公
演
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
三
味
線
音
楽
の
流
れ
の
解
説
と
演
奏
で

゜
4
9
 国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
の
小
島
美
子
先

生
に
よ
り
雅
楽
か
ら
長
唄
ま
で
に
至
る
日
本
音
楽
の

歴
史
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
ま
た
―
―
一
味
線
音

楽
の
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
る
と
、
観

客
か
ら
拍
手
と
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
伝
わ
り
、
舞
台

と
客
席
が
一
体
と
な
っ
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。

一
五
分
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
第
一
一
部
の
開
演
で
す
。

日
本
舞
踊
尾
上
流
家
元
、
尾
上
菊
之
丞
師
の
日
本

舞
踊
の
わ
か
り
や
す
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
解
説
に
続
い

て
、
『
男
女
道
成
寺
』
の
開
幕
で
す
。
最
初
は
場
内
が

真
っ
暗
の
暗
転
か
ら
、
析
の
音
の
合
図
と
同
時
に
一

瞬
の
内
に
桜
の
咲
き
乱
れ
る
舞
台
と
美
し
い
二
人
の

白
拍
子
が
現
れ
る
と
、
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。
白
拍
子
花
子
役
の
尾
上
紫
さ
ん
、
白
拍
子

桜
子
実
は
狂
言
師
左
近
役
の
尾
上
青
楓
さ
ん
の
息
の

合
っ
た
華
麗
な
舞
踊
に
、
又
、
長
唄
と
常
盤
津
の
掛

け
合
い
の
演
奏
と
鑓
動
感
の
あ
る
お
囃
子
の
響
き
に

観
客
は
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
二
人
が
鍮
の
上
下
で
の
見
得
を
き
め
終
幕

を
迎
え
る
と
、
感
動
の
大
き
な
拍
手
が
響
き
渡
り
、
カ

ー
テ
ン
コ
ー
ル
の
中
で
大
好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。
日
本
の
伝
統
芸
能
の
奥
深
い
素
晴
ら
し
さ
が

中
国
の
観
客
に
理
解
さ
れ
こ
れ
を
横
会
に
友
好
と
友

情
の
輪
が
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
本
公
演
は
日
中
両
同
の
関
係
者
の
皆
様

の
多
大
な
ご
協
力
、
ご
後
援
の
も
と
に
開
悩
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
て
、
ご

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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奪
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
魯

文
化
密
議
会
文
化
政
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部
会
の
中
間
報
告

伝
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文
化
こ
ど
も
教
室
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
l
i
l
な
ら
報
告

,. 

回
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四
国

二
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0

七

年

は

日
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文
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・

ス
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ツ
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こ
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文
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意
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こ
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J

(

¥
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・
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で

提

月
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、

文

化

庁
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し
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過
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、
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ま
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文
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に

よ

灼

、

予

懇

で

き

な

い

ベ

ぺ

ベ

ハ

項

で

。

さ

ま
な
主
悩
事
業
を
開
佃
し
ま
し
た
。
海
外
支
部
の
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
少
な
か
ら
ず
起
こ
り
ま
し
た
が
、
「
El

展

組
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I

J
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組

J

'

串

ま
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か

ジ
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ヽ

庁

ジ

い

文

化

庁
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で
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事
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開
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う

こ

と

中

両

国

の

二
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の

閲

係
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要
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い

う

大
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則

ピ
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疇
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尋
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↑

言

↑

＼

〇

は
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国

肉

の

場

合

と

異
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、
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関
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奔
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、

国

境

欠

即

r

i

ァ

即

2

2

1

1

項

ム

を

＇

ム

5

ン

館

人

館

は

西

か

月

当

ゲ

ー

報

見

一

だ

ー

・

シ

ョ

ン

、

経

費

等

の

課

題

が

多

く

存

在

し

ま

し

を

越

え

た

密
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追

挑

か
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こ

そ

、

苦
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2

刈
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5
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立
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立

5
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送
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ほ
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特
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中

国

側

の

椴

関
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中

国
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主

催

者

と

し

忌

い

ま

す
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交

流

年

事

業

を
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両
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疇
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チ

入

証

て
現
地
で
の
采
配
に
大
き
く
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
の
関
係
者
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
信
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で
き
る
パ
ー
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京

庫
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記
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紆
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の
カ
フ
ェ
。
ア
オ
キ
]

令
特
集
令

文
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戦
後
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造
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文
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財
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建
造
物
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稿
】

D
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C
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M
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M
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戦
後
建
築

消
え
ゆ
く
和
風
住
宅
の
文
化

戦
後
の
土
木
建
造
物

【
事
例
紹
介
]

国
際
文
化
会
館
の
保
存
再
生

庶
民
の
町
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
通
天
閣

広
島
平
和
記
念
資
料
館
・
世
界
平
和
記
念
聖
堂

冨
施
策
紹
介
】

文
化
財
指
定
。
登
録
さ
れ
た
戦
後
の
建
造
物 • 

魯
連
載
傘

【
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
美
術
館
・
博
物
館
事
業
レ
ポ
ー
.
卜
]

北
海
道
立
近
代
美
術
館

【
芸
術
文
化
の
風
】

ァ
ー
ト
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

[
著
作
権
Q
&
A
『
著
作
権
な
る
ほ
と
質
問
箱
』
か
ら
]

大
学
と
著
作
櫂

=―-
0

葉
を
見
つ
め
て
】

方
言
談
話
資
料
を
利
用
し
て

[
伝
建
地
区
を
見
守
る
人
々
伝
建
歳
時
記
】

二

0
0年
ぶ
り
の
渡
り
初
め
（
福
岡
屎
朝
倉
市
）

芙
然
記
念
物
の
保
護
管
理
の
現
状
】

天
然
記
念
物
見
島
ウ
シ
産
地
の
現
状
と
課
題
（
山
口
県
萩
市
）

＝
広
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う
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文
化
力
」
の
輪
ー
・
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木
長
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サ
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ン

1
渡
辺
貞
夫
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
1

了
ど
も
の
文
化
体
験
]

映
画
を
と
お
し
て
、
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る

[
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
】

今
井
信
子
（
雅
号
秋
山
信
子
）
＇
衣
裳
人
形

冒
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
】

印
刷
文
化
を
支
え
た
も
の
1
板
木
と
活
字
ー

言
り
歳
時
記
伝
承
を
支
え
る
人
々
】

鹿
島
の
祭
頭
祭

交
化
交
流
使
の
活
動
報
告
]
.

名
嘉
睦
稔
｀
画
家

【
文
化
で
ま
ち
づ
く
り
明
日
へ
の
文
化
振
興
ビ
ジ
m
、‘

9
]

お
お
さ
か
文
化
。
フ
ラ
ン
（
大
阪
府
文
化
振
屎
計
画
）

[
近
代
建
築
の
あ
る
風
景
活
雨
の
最
前
線
]

三
池
港
築
港
一

0
0年
と
船
渠
地
区
保
存
の
取
組
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